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本調査の特徴

　本調査は、乳幼児の生活の様子、保護者の子育てに関する意識と実態をとらえることを目的に実施している。同じ
目的で実施した過去4回の調査（1995年、2000年、2005年、2010年）と経年での比較ができるように配慮して、
今回の調査を設計した。

　本調査の特徴は以下のようにまとめられる。

1．時代による変化を把握できる
本調査は、経年変化を把握することを目的として企画されている。質問項目は、時代の変化に応じて追加・削除は
あるが、ほぼ同一のものを使用している。なお、調査回によって調査地域や調査対象を拡大して実施しているが、
経年変化をみる際は調査地域と調査対象をそろえて比較した。

2．乳幼児の年齢による違いを把握できる
今回の調査は0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者を対象としており、乳幼児の生活の様子や保護者の子
育てに関する意識と実態が、乳幼児の年齢によって、どのように違うのかをとらえることができる。

3．乳幼児の生活と保護者の子育てに関する幅広い内容を聞いている
乳幼児の基本的な生活時間、メディアとの接触、習い事、遊びなど、乳幼児の生活に関する幅広い内容を調べている。
また、乳幼児の生活にとどまらず、保護者の子育てに関する意識と実態についても広範囲で聞いている。
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調査概要

1．調査目的
　乳幼児の生活の様子、保護者の子育てに関する意識と実態の把握

2．調査方法
　郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収）

3．調査時期
　第1回調査　1995年2月
　第2回調査　2000年2月
　第3回調査　2005年3月
　第4回調査　2010年3月
　第5回調査　2015年2〜3月

4．調査対象
第1回（1995年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の1歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者1,692人（配布数
3,020通、回収率56.0％）

第2回（2000年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）、および地方都市（富山市、大分市）の1歳6か月〜6歳就学前の
幼児をもつ保護者3,270人（配布数5,600通、回収率58.4％）
＊地方都市の回答を分析から除外し、首都圏の1歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者1,601人を対象とする。

第3回（2005年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者2,980人（配布
数7,200通、回収率41.4％）
＊�20年間の経年比較を行う際など、0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を分析から除外し、1
歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者2,297人を対象とする場合がある。

第4回（2010年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者3,522人（配布
数7,801通、回収率45.1％）
＊�20年間の経年比較を行う際など、0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を分析から除外し、1
歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者2,918人を対象とする場合がある。

第5回（2015年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者4,034人（配布
数11,384通、回収率35.4%）
＊�20年間の経年比較を行う際など、0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を分析から除外し、1
歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者3,466人を対象とする場合がある。
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5．調査項目
子どもの基本的な生活時間／習い事／メディアとのかかわり／遊び／幼児の発達状況／母親の教育観・子育て観／
子どもの将来への期待／今、子育てで力を入れていること／母親の子育て意識／夫婦の家事・子育て分担／子育て
支援　など
＊調査項目は経年比較が可能なように配慮したが、時代の変化に合わせて、追加・削除などの変更を行っている。
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分析の枠組みとサンプル構成

● 分析の枠組み
本報告書の分析の枠組みは次のとおりである。

・経年での比較を行うために、第2回（00年調査）の地方都市の回答を分析から除外している。
・20年の経年比較を行う際など、第3回（05年調査）〜第5回（15年調査）の0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児
をもつ保護者の回答を、分析から除外する場合がある。

経年比較

第1回
1995年調査

第2回
2000年調査

第3回
2005年調査

第4回
2010年調査

第5回
2015年調査

国内調査

首都圏

首都圏 地方都市

首都圏

1歳６か月～
6歳11か月

0歳６か月～
１歳５か月 

首都圏

1歳６か月～
6歳11か月

0歳６か月～
１歳５か月 

首都圏

1歳６か月～
6歳11か月

0歳６か月～
１歳５か月 

ソ
ウ
ル

東
　京

北
　京

上
　海

台
　北

ソ
ウ
ル

東
　京

北
　京

上
　海

台
　北

東アジア5都市調査

東アジア5都市調査
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● サンプル構成
本報告書のサンプル数は、以下のとおりである。

ウェイトについて
・データの精度を高め、経年での比較を可能にするため、比推定を用い、調査対象の属性別構成比を現実に合わせた。
・本報告書で使用したウェイトは、調査票1枚が代表する人数、つまり、「推計人口」／「幼児の生活アンケート回答
者数」を、以下のように母集団を複数の区分に分割して計算することにより作成されたものである。
・第3回（05年調査）〜第5回（15年調査）については、1歳6か月以上の年齢層で分析する場合と、0歳6か月
以上の年齢層で分析する場合とがある。分析対象の年齢層に合わせ、以下のような異なるウェイトを作成して使
い分けているため、ウェイトの相違により集計値は異なる。なお、年齢別の分析においても、同様である。

● 1歳6か月〜 6歳就学前の年齢層で分析する際
子どもの性別（2区分）×子どもの年齢別（6区分）
※第1回（95年調査）、第2回（00年調査）、第3回（05年調査）、第4回（10年調査）、第5回（15年調査）

● 0歳6か月〜 6歳就学前の年齢層で分析する際
子どもの性別（2区分）×子どもの年齢別（7区分）
※第3回（05年調査）、第4回（10年調査）、第5回（15年調査）

・第1回（95年調査）および第2回（00年調査）のウェイト作成にあたっては、4都県（東京都、神奈川県、千葉
県、埼玉県）の国勢調査人口を利用した。第3回（05年調査）については、2003年（神奈川県、千葉県、埼玉県）
および2004年（東京都）の人口推計を利用した。第4回（10年調査）については、2003年から2009年の人
口動態統計（厚生労働省）から、4都県の各歳の出生数と死亡数を用いて推計人口を算出して利用した。第5回（15
年調査）については、2008年から2014年の人口動態統計（厚生労働省）から、4都県の各歳の出生数と死亡数
を用いて推計人口を算出して利用した。

・1歳6か月以上の年齢層での分析を行う場合、「1歳後半児」は1歳6か月〜1歳11か月の幼児を指す。また、第
3回（05年調査）〜第5回（15年調査）において、0歳6か月以上の年齢層で分析を行う場合、「0歳児」は0歳
6か月〜0歳11か月の乳児を指している。これらの年齢層については、ウェイトの作成にあたって、「推計人口」
の性別の該当年齢人口の半数を割りあてた。

・ウェイトを作成するにあたり、子どもの年齢および子どもの性別不詳者は「幼児の生活アンケート回答者」から
除外している。結果、本報告書の分析からも除外されている。

調査回 調査年 年齢
性別

0歳児
※１

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 ６歳児 サンプル数月齢不明 1歳前半※２ 1歳後半※3

第１回 95年 男子 − − − 57 226 154 182 110 90 1,692女子 − − − 71 233 152 206 108 103

第２回 00年 男子 − − − 91 246 123 128 125 130 1,601女子 − − − 84 235 128 98 105 108

第３回 05年 男子 161 12 170 152 374 164 162 152 143 2,980女子 165 11 164 151 366 176 150 174 133

第４回 10年 男子 150 − 132 143 245 271 291 243 264 3,522女子 172 − 150 127 247 276 288 265 258

第５回 15年 男子 143 − 146 172 263 290 303 334 356 4,034女子 130 − 149 147 320 336 307 337 301
※1：0歳6か月〜0歳11か月　※2：1歳0か月〜1歳5か月　※3：1歳6か月〜1歳11か月
＊95年は2歳児・4歳児、00年は2歳児、05年は0歳児・1歳児に対して、他の年齢よりも質問紙を多く配布している。

（人）
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● 本報告書を読む際の注意点
本報告書を読む際の注意点は次のとおりである。

1．比較のデータについて
・本報告書の95年、00年、05年、10年、15年の各調査の比較は、すべて「1歳6か月〜6歳11か月」の幼児を
もつ保護者のデータを分析に用いている。

・05年、10年、15年の調査のみの比較、および15年調査のみの分析は、「0歳6か月〜6歳11か月」「1歳6か
月〜6歳11か月」のどちらの範囲でも可能だが、本文や図表内にとくに記載がない場合は「1歳6か月〜6歳11
か月」の範囲で、これに対応するウェイトを用いて集計・分析している。

・すべて東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県のデータを用いている。

2．年齢区分と就園状況について
・本報告書では、本調査の実施時期（ 3月）における幼児の月齢にもとづき、以下のような年齢区分を設定した。
「低年齢」… 1歳6か月〜3歳11か月の幼児→幼稚園児は少ない
「高年齢」… 4歳0か月〜6歳11か月の幼児→未就園児は少ない

・本報告書では、幼児の月齢と就園状況を考慮し、就園状況別の分析を行う際、「低年齢」の場合には「未就園児」
と「保育園児」の保護者の回答のみを、「高年齢」の場合には「幼稚園児」と「保育園児」の保護者の回答のみを
分析している場合がある。

3．回答、分析の対象について
以下の項目について、母親のみを回答の対象者としている（カッコ内は第5回（15年調査）調査票の質問番号）。
・子育て支援（Q17）
・子どもの父親（Q18−1）
・子育て・家事の分担の割合（Q18−2）

以下の項目について、調査票上は全員が回答の対象者であるが、父親と母親で回答傾向が異なると考えられるため、
本報告書では母親の回答のみを抽出して分析している（カッコ内は第5回（15年調査）調査票の質問番号）。

・教育費の負担感（Q 9−2）
・しつけや教育に関する情報源（Q10）
・子育てで力を入れていること（Q 11）
・子どもの将来への期待（Q12− 1）
・子どもの進学に対する期待（Q12− 2）
・園を選ぶポイント（Q15）
・幼稚園・保育園に対する要望（Q16）
・祖父母の協力（Q19）
・子育てについての意識（Q20）
・子育てに関する意見（Q21）
・子どもの存在（Q22）
・現在の生活や子育ての満足度（Q23）
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4．百分比（％）の算出方法について
百分比（％）は有効回答数のうち、その設問に該当する回答者を母数として算出し、小数第2位を四捨五入して表
示した。四捨五入の結果、各々の項目の数値の和と合計を示す数値とが一致しない場合がある。

5．百分比（％）およびサンプル数について
本報告書の百分比（％）は、すべてウェイトをつけて算出されている。また、サンプル数はすべてウェイトをつけ
る前のサンプル数を表している。

6．報告書の数値について
本報告書では、95年調査および00年調査の集計についても、05年調査の集計結果を算出する際に作成したウェ
イトを使用している。そのため、『第1回幼児の生活アンケート報告書』（1996年）、および『第2回幼児の生活ア
ンケート報告書』（2000年）とは数値が異なる。
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基本属性

ここで説明する基本属性は、1歳6か月〜6歳11か月の幼児をもつ保護者1,692人（95年）、1,601人（00年）、2,297
人（05年）、2,918人（10年）、3,466人（15年）について、ウェイトづけして算出した数値である。

A 子どもの属性

図 A −１　性別

95年

00年

05年

10年

15年

（％）
51.2 48.8

51.2 48.8

51.3 48.7

51.4 48.6

51.3 48.7

女子男子

図 A −２　年齢

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

9.3 18.0

2歳0か月～
2歳11か月

18.1

3歳0か月～
3歳11か月

18.0

4歳0か月～
4歳11か月

18.1

5歳0か月～
5歳11か月

18.5

9.0 18.3 18.3 18.0 18.2 18.1

9.0 18.2 18.3 18.1 18.2 18.1

9.3 18.4 18.2 17.6 18.2 18.3

9.0 17.9 18.0 18.4 18.3 18.4

6歳0か月～
6歳11か月

1歳6か月～
1歳11か月

図 A −３　きょうだい数

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

19.0 57.8
2人きょうだい

18.6
3人きょうだい

2.4
0.1

無答不明
2.1

4人きょうだい
5人以上きょうだい

１人っ子

25.3 55.6 15.2
0.3
1.42.1

37.0 52.3 9.4
0.10.9

0.2

0.1

32.6 51.4 13.3 2.0

34.2 51.6 12.5
1.0

0.4

0.4

0.5

図 A −４　出生順位

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

38.0 44.9
2番目

10.5 5.2
3番目

0.1

無答不明
4番目 5番目以降

1番目

52.5 36.5 8.8
0.3
0.9

70.0 24.1 5.0
0.10.4

0.1

0.11.0

1.1

1.0

60.3 30.9 6.8

59.0 32.7 7.0
0.4

0.4

1.0

0.8

図 A −５　就園状況

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

47.5 10.5
保育園

41.0

40.2 15.9 41.3

41.8 16.4 39.8

39.5 22.9 33.1 2.0 2.5

38.9 29.4 29.2 2.2

未就園その他の園・施設 無答不明幼稚園

1.0

0.7

0.0

0.3

1.6

0.9

1.3
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B 保護者の属性

表Ｂ　回答者と子どもとの関係

図Ｂ−１　父親・母親の年齢（15 年）

13
（％）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12013
（％）

0123456789101112

20歳
21歳
22歳
23歳
24歳
25歳
26歳
27歳
28歳
29歳
30歳
31歳
32歳
33歳
34歳
35歳
36歳
37歳
38歳
39歳
40歳
41歳
42歳
43歳
44歳
45歳
46歳
47歳
48歳
49歳
50歳
51歳
52歳
53歳
54歳
55歳
56歳
57歳
58歳
61歳
63歳
66歳
無答不明

父親の年齢 母親の年齢
0.0 0.1

0.0
0.1
0.1
0.2
0.6
0.9
0.9
1.4
2.3

3.8
3.7
4.3

5.9
5.7
6.0
6.5

7.5
6.6
6.8
6.6

5.0
4.2

3.5
2.4

1.7
0.8
0.5
0.2
0.1
0.1

11.4
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.1
0.1
0.3
0.3
0.6
0.9

1.7
2.3

2.9
3.7

4.2
3.8

4.9
5.5

5.9
6.2

7.0
6.6

5.5
5.8

3.9
3.3
2.9
2.1
1.6
1.2
1.2
0.9
0.5
0.3
0.2
0.2
0.1
0.1
0.2
0.1
0.0
0.0
0.0

13.0

父親の平均年齢
00年　36.4歳
05年　36.2歳
10年　36.9歳
15年　38.5歳

母親の平均年齢
00年　33.8歳
05年　33.9歳
10年　35.0歳
15年　36.5歳

注）平均年齢について、無答不明の人は、分析から除外している。

注）05年調査は、母親のみ回答。10年調査、15年調査は全員回答。

05年

10年

15年

（％）

9.1 12.6
パートタイム

4.6

フリー
（在宅ワークを含む）

68.4
1.8

2.1

2.0

14.5 3.916.3 56.5 3.6 3.8
1.4

20.1 16.9 3.9 51.1 4.7
1.2

専業主婦 無答不明

常勤
（フルタイム）

1.4 
産休、育休中や休職中

その他

図Ｂ−２　母親の就業状況

母親 父親 祖母 祖父 その他 無答不明
95年 98.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.2
00年 98.1 1.0 0.2 0.0 0.1 0.6
05年 98.1 1.2 0.2 0.0 0.1 0.3
10年 97.3 2.1 0.4 0.1 0.0 0.1
15年 94.8 4.5 0.4 0.1 0.0 0.1

（%）
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C その他

00年

05年

10年

15年

（％）

25.9 25.0
神奈川県

23.8
千葉県

25.3

25.0 25.3 24.4 25.3

25.3 25.3 24.5 24.0

24.6 25.1 24.6 24.9

埼玉県 無答不明東京都

0.9

0.9

0.0

0.0

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

26.8
600万～800万円未満

5.5

200万～400万円未満

26.0
400万～600万円未満

15.5

800万～
1,000万円未満

7.8

1,000万～1,200万円未満
1,200万～1,500万円未満 1,500万～

2,000万円未満
2,000万円以上

3.7 2.1 10.3
無答不明

200万円未満

0.4
27.17.9 26.9 14.9 6.1 3.2 10.4

1.1 0.81.6

1.4

1.5

22.513.2 29.6 10.0 6.8 1.9 12.3
1.5 0.7

24.013.6 30.2 10.5 5.5 1.9 10.5

1.9

1.5 0.8
22.212.0 27.4 13.4 6.6 2.82.2 10.8

1.4 1.0

00年

05年

10年

15年

（％）

43.3
高等学校中学校

27.2
1.4

3.4

19.526.3 26.5 18.22.2 4.4

5.3
1.6

1.2

0.5

2.0

2.0 

1.8

23.2 19.3 24.6 22.2
1.5 0.3

0.8 0.2

5.317.1 17.2 20.8 33.7 2.8
0.2

短期大学
15.2

四年制大学
7.2
高等専門学校専門学校 無答不明

その他

1.8

大学院（六年制大学を含む）

00年

05年

10年

15年

（％）

34.1
高等学校中学校

44.7 2.6

14.3 2.2

2.8

2.4

25.1 42.6 5.7

2.9

3.2

2.8

2.0

5.3

7.5

1.8

1.1

1.2

1.3

23.5 13.8 40.8 6.9
0.6

0.6

7.417.8 14.0 44.9 9.9
0.4

四年制大学短期大学
4.96.2

高等専門学校
無答不明
その他

2.8

大学院（六年制大学を含む）
専門学校

図Ｂ−３　母親の最終学歴

図Ｂ−４　父親の最終学歴

図 C −１　回答者の居住地域

図 C −２　昨年の世帯年収

注）00年調査では、「専門学校」はたずねていない。

注）00年調査では、「専門学校」はたずねていない。
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